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令和6年1月15日

協議会名： 見附市地域公共交通活性化協議会

評価対象事業名： 地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況

越後交通（株）

①ルート変更後1年目であり、
利用者からの強い要望もな
かったことからルート、ダイヤの
変更は行わず安定した運行に
務めた。

②これまで動態調査から利用
がほとんど見られなかった中学
生以下の層に移動手段として
コミュニティバスを利用してもら
うため、市内在住の中学生以
下に対し無料券を配布し、利用
を促した。

A

事業が計画に位置づけられ
たとおり、適切に実施され
た。

Ｂ

コミュニティバス利用者
・実績179,493人
・前年172,519人

※目標達成率93.0％、対前
年比104.0％（計画目標数
は193,000人）

①令和5年7月より中学生以
下の無料化等利用増進に
努め、対前年比として104％
の実績となった。コロナウイ
ルスにより落ち込んだ利用
実績は、コロナ前の水準ま
で回復しつつあるところでは
あるが、市全体の人口が減
少しつつあるほか、コロナ
禍に定着したテレワークな
どの働き方の変化等が目標
に届かなかった要因と考え
る。

②計画通り、普段公共交通
を利用しない人への、利用
促進につとめた。

・利用者目標193,000人（地域
公共交通計画の目標数）

①運転手不足による利便性の
低下を招かないよう効率的な
運行の検討。

②モビリティマネジメントの推
進。普段公共交通を利用しない
人への、利用促進を行う。特に
令和5年に無料化した、小中学
生の利用拡大のため学生向け
の利用方法を周知し、さらなる
学生の利用増進を図る。

コミュニティバス
（おはようライナー）※補助対象外
（Ａ直行）※補助対象外
（Ｂ通常）
（B2通常葛巻ルート）※R4.4.1から

【運行期間R4.10.1～R5.9.30】


